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令
和
３
年
度 

秋
季
地
区

懇
談
会
を
10
月
19
・
20
日
の

２
日
間
、
音
別
・
幌
呂
の
２

会
場
で
開
催
し
、
最
近
の
酪

農
・
畜
産
情
勢
等
、
令
和
３

年
度
下
期
更
正
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様

よ
り
、
今
後
の
酪
農
経
営
、

生
乳
出
荷
、
新
規
就
農
対
策

等
に
つ
い
て
様
々
な
質
問
・

意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、
大

変
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
頂
い
た
意
見
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の

事
業
運
営
に
活
か
し
て
参
り

ま
す
。

　
最
後
に
、
出
席
さ
れ
た
皆

様
方
に
は
時
節
柄
ご
多
用
の

中
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る

中
、
ご
出
席
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和３年度　秋 季 地 区 懇 談 会

音別会場 幌呂会場
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当
農
協
青
年
部
と
女
性
部

が
、
食
育
活
動
や
酪
農
の
事

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
10
月

11
日
に
鶴
居
村
、
12
日
に
白

糠
町
と
釧
路
市
音
別
町
の
小

学
校
へ
、
全
児
童
３
７
２
人

分
の
写
真
絵
本
「
た
い
せ
つ

な
ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
」
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
本
は
作
者
の
キ
ッ

チ
ン
ミ
ノ
ル
さ
ん
が
牧
場
に

泊
ま
り
込
み
で
取
材
し
、
私

た
ち
が
い
つ
も
飲
ん
で
い
る

牛
乳
が
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
の
か
を
写
真
で
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
伊
深
青
年
部
副
部
長
は

「
本
来
な
ら
牛
乳
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
で
き
る
事
を
考
え
写
真

絵
本
に
し
ま
し
た
。」
と
説

明
し
、
成
田
女
性
部
部
長
は

「
家
族
で
読
ん
で
い
た
だ
き
、

広
く
酪
農
に
つ
い
て
知
る

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
絵
本
を
見
た
児

童
が
、
少
し
で
も
食
の
大
切

さ
や
酪
農
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
10
月
3
日
、女
性
部
幌
呂
支
部
が
、

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
幌
呂
店
駐
車
場
で

「
青
空
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
部
員
の
皆
さ
ん
は
コ
ロ

ナ
対
策
に
十
分
考
慮
し
接
客
・
販
売

を
行
っ
た
た
め
、
お
客
様
も
安
心
し

て
買
い
物
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
野
菜
の
価
格
は
、
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
の
大
雨
や
台
風
な
ど
の

影
響
で
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

青
空
市
で
は
丹
精
込
め
て
育
て
た
自

慢
の
自
家
産
野
菜
を
お
手
頃
価
格
で

購
入
で
き
、
ま
た
好
天
に
恵
ま
れ
た

事
も
あ
り
、
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
美
味
し
そ
う
な
野
菜
を
手
に
し
た

お
客
様
は
笑
顔
で
買
い
物
を
楽
し

み
、
青
空
市
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

釧路丹頂農協青年部・女性部が
写真絵本「たいせつなぎゅうにゅう」を寄贈

女性部幌呂支部が青空市を開催

白糠町 音別町鶴居村
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ＪＡくしろ丹頂 組合長杯ゲートボール大会開催

　農業用廃プラスチックを回収
　
10
月
28
・
29
日
、
鶴
居
及

び
幌
呂
地
区
で
今
年
度
２
回

目
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
の
７
月
１
日
か
ら
レ

ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
る
な

ど
農
業
分
野
以
外
で
も
環
境

問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
事
業
者
に
お
け
る
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適

正
処
理
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
由
来
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
方
法
は
、

７
～
８
割
は
建
材
等
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
、
焼
却
や
埋

立
て
の
割
合
は
低
下
し
て
お

り
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
も
、
多
数
の
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
ク
が
回
収
さ
れ
、

全
て
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
し

た
。

　
10
月
28
日
に
鶴
居
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
令
和
３
年
度
Ｊ
Ａ
く
し

ろ
丹
頂
組
合
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
増
進
と
交
流
を
兼
ね
、
鶴

居
・
幌
呂
地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

愛
好
者
23
名
４
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
武
藤
組
合
長
よ
り
開
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
各
チ
ー
ム
が

コ
ー
ト
に
入
り
競
技
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
の
閉
会
式
で
結
果

が
発
表
さ
れ
、
優
勝
は
下
幌
呂

チ
ー
ム
で
、
見
事
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。

優　
勝

下
幌
呂
チ
ー
ム

準
優
勝

上
幌
呂
チ
ー
ム

３　
位

中
幌
呂
チ
ー
ム

４　
位

茂
雪
裡
チ
ー
ム

幌呂地区

鶴居地区
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　
寒
い
季
節
で
も
子
牛
が
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
て
、
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

１　
３
週
齢
ま
で
は
ミ
ル
ク
が
大
事

　
子
牛
の
栄
養
源
は
、
ミ
ル
ク
、
ス

タ
ー
タ
ー
、
乾
草
な
ど
で
す
。
し
か

し
、
３
週
齢
ま
で
は
、
ミ
ル
ク
が
主

な
栄
養
源
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
給

与
量
と
飲
め
る
環
境
づ
く
り
に
気
を

配
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２　
冬
季
は
ミ
ル
ク
の
量
の
検
討
を

　
子
牛
は
成
牛
よ
り
も
寒
さ
に
弱
く
、

環
境
温
度
15
℃
以
下
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
要
求
量
が
増
加
し
ま
す
。
表
１

は
３
週
齢
ま
で
の
環
境
温
度
別
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
増
加
率
（
％
）
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
環
境
温
度
０
℃
の
場
合
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
要
求
量
は
環
境
温
度
が

20
℃
の
時
よ
り
も
54
％
も
多
く
必
要

と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
通
常
の
１

日
の
哺
乳
量
が
４
Ｌ
で
は
同
じ
濃
度

の
場
合
、
約
1.5
倍
量
の
６
Ｌ
の
給
与

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

３　
冬
季
の
ミ
ル
ク
給
与
の
要
点

　
冬
季
の
ミ
ル
ク
の
給
与
量
や
飲
め

る
環
境
づ
く
り
の
要
点
を
紹
介
し
ま

す
。

【
哺
乳
・
給
餌
編
】

①
ミ
ル
ク
の
増
給

　
北
海
道
立
酪
農
試
験
場
の
研
究
で

は
ミ
ル
ク
を
多
給
す
る
こ
と
で
、
子

牛
の
増
体
が
改
善
し
た
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
た
だ
し
、
急
激
に
多
給
せ
ず
、
子

牛
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
徐
々
に
増

や
す
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

②
ミ
ル
ク
の
温
度

　
低
温
の
ミ
ル
ク
は
子
牛
の
下
痢
の

原
因
に
な
る
た
め
、
給
与
時
に
38
℃

以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

　
ま
た
、
給
与
す
る
人
や
日
に
よ
っ

て
ミ
ル
ク
の
温
度
が
大
き
く
変
化
す

る
こ
と
も
子
牛
の
ス
ト
レ
ス
に
な
る

た
め
、
給
与
す
る
ミ
ル
ク
の
温
度
を

一
定
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
水
の
代
わ
り
に
ぬ
る
ま
湯
を
給
与

　
３
週
齢
ま
で
は
ミ
ル
ク
を
十
分
に

飲
む
こ
と
が
最
優
先
で
す
が
、ス
タ
ー

タ
ー
摂
取
も
子
牛
の
増
体
に
と
っ
て

重
要
に
な
り
ま
す
。
ス
タ
ー
タ
ー
給

与
の
際
は
、
水
は
ぬ
る
ま
湯
く
ら
い

の
温
か
さ
で
給
与
す
る
こ
と
で
、
飲

水
量
と
採
食
量
が
増
加
し
ま
す
。

　
ミ
ル
ク
給
与
直
後
に
水
を
給
与
す

る
と
、
ミ
ル
ク
と
間
違
え
て
飲
み
す

ぎ
て
消
化
不
良
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
た
め
、
水
の
給
与
は
ミ
ル
ク
の
給

与
30
分
以
後
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
管
理
・
施
設
編
】

①
敷
料
は
乾
い
た
状
態
を
維
持

　
敷
料
は
な
る
べ
く
乾
燥
状
態
を
維

持
し
、
通
常
よ
り
た
く
さ
ん
敷
料
を

入
れ
る
と
保
温
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

②
熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
な
工
夫

  

環
境
温
度
が
下
が
る
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
よ
り
必
要
に
な
る
の
で
、
温

度
管
理
も
重
要
で
す
。
隙
間
を
塞
ぐ

な
ど
、
温
か
い
空
気
が
逃
げ
な
い
工

夫
を
す
る
こ
と
で
保
温
性
を
高
め
ま

し
ょ
う
（
写
真
１
）。
た
だ
し
、
入

り
口
を
半
分
以
上
塞
ぐ
と
換
気
が
悪

く
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

４　
最
後
に

　
子
牛
は
様
々
な
変
化
に
敏
感
で
、

健
康
状
態
が
す
ぐ
に
悪
化
し
や
す
い

た
め
、
こ
ま
め
な
観
察
を
心
掛
け
、

冬
支
度
を
試
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
　

 

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　

 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
→

子
牛
も
冬
支
度
で
き
て

　
　
　
　
　
　
い
ま
す
か
？

表1 ３週齢までの環境温度別
　　エネルギー要求量増加率
環境温度
（℃）

エネルギー要求量
増加率(％)

20 0
15 13
10 27
5 40
0 54
-5 68

※NRC乳⽜飼養標準2001年第7版より

環境温度
（℃）

エネルギー要求量
増加率(％)

20 0
15 13
10 27
5 40
0 54
-5 68

※NRC乳⽜飼養標準2001年第7版より

哺乳量 出⽣〜3
週齢

4週齢〜6
週齢

対照(4.5
Ｌ/⽇) 0.2 0.6

多給(7Ｌ/
⽇) 0.4 0.8

0.2

0.6
0.4

0.8

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

出⽣〜3週齢 4週齢〜6週齢

⽇
増
体
量

(k
g/
⽇

)

対照(4.5Ｌ/⽇) 多給(7Ｌ/⽇)

※2015年酪農試験場 試験成績より ⼀部改変
代⽤乳の濃度150g/L(タンパク質24%,脂肪20%)

図1 代用乳給与量別の日増体量の違い

写真１ 廃材を活用し保湿効果アップ
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第
１　
は
じ
め
に

２
０
２
０
年
２
月
頃
か
ら
広
が
り
を

見
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
令
和
３
年
₁₀
月
末
時

点
で
は
、
新
規
の
外
国
人
材
の
入
国
は

停
止
し
て
い
ま
す
。
新
し
く
入
国
が
で

き
な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
農
業
分
野
で

働
い
て
く
れ
て
い
た
「
技
能
実
習
」
や

「
特
定
技
能
」
と
い
っ
た
在
留
資
格
の

方
も
、
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。同

時
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
帰
国
が
困
難
に

な
る
外
国
人
も
多
く
い
て
、
特
例
で
在

留
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
新
規
で
入
国
で
き
な

い
こ
と
も
背
景
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
慣

れ
親
し
ん
で
い
る「
技
能
実
習
」や「
特

定
技
能
」
の
在
留
資
格
で
は
な
く
、「
特

定
活
動
」
等
、
そ
の
他
の
在
留
資
格
で

在
留
す
る
方
を
雇
用
す
る
こ
と
も
増
え

た
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、「
技
能
実
習
」
や
「
特
定

技
能
」
以
外
の
在
留
資
格
で
在
留
す
る

方
を
雇
用
す
る
場
合
の
留
意
点
に
つ
い

て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
２　
そ
も
そ
も
在
留
資
格
と
は

「
在
留
資
格
」
と
は
、
日
本
に
と
ど

ま
っ
て
活
動
す
る
資
格
を
い
い
ま
す
。

在
留
資
格
と
似
た
も
の
と
し
て
「
ビ
ザ

（
査
証
）」
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ザ
は
、
日

本
に
入
国
す
る
た
め
の
推
薦
状
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
外
国
人
が
日
本
に
来
日

す
る
場
合
、
在
外
の
大
使
館
で
ビ
ザ
を

取
得
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
ビ
ザ
を
貼
付

し
て
も
ら
い
、
ビ
ザ
が
添
付
し
て
あ
る

パ
ス
ポ
ー
ト
と
在
留
資
格
認
定
証
明
書

を
持
っ
て
日
本
に
入
国
し
ま
す
。

日
本
に
入
国
が
許
可
さ
れ
る
の
と
同

時
に
与
え
ら
れ
る
も
の
が
、「
在
留
資

格
」
で
す
。

日
本
で
は
、
2
0
2
1
年
₁₀
月
時
点

で
は
₂₉
種
類
の
在
留
資
格
が
あ
り
ま
す
。

在
留
資
格
は
、
次
の
と
お
り
、「
制
限

な
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
◎
グ

ル
ー
プ
）」、「
在
留
資
格
で
認
め
ら
れ

た
仕
事
の
み
で
き
る
も
の
（
○
グ
ル
ー

プ
）」、
そ
し
て
、「
原
則
と
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
（
×
グ
ル
ー

プ
）」
と
し
て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
特
定
活
動
は
個
別
に
指
定
さ
れ
た

内
容
で
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
も
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

第
３　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
特
例
の
在
留
資
格

こ
の
よ
う
な
通
常
時
の
在
留
資
格
の

運
用
は
別
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
帰
国
が
困
難
と
な
っ

た
方
が
多
く
い
る
た
め
、
現
在
で
は
、

「
特
定
活
動
」と
い
う
在
留
資
格
に
よ
っ

て
、
特
別
に
日
本
に
残
り
、
働
く
こ
と

が
で
き
る
運
用
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
技
能
実
習
を
３
年
間
満
了
し

た
方
や
技
能
実
習
の
途
中
で
解
雇
さ
れ

た
方
な
ど
が
、
就
労
可
能
な
「
特
定
活

動
」
の
在
留
資
格
で
日
本
に
残
っ
て
働

く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
で
実
習
実
施
先
を
退
職
し
た

人
で
も
、
週
₂₈
時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
外
活
動
の
許

可
を
得
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
人
も
い

ま
す
。
そ
の
他
に
「
短
期
滞
在
」
の
在

留
資
格
で
資
格
外
活
動
の
許
可
を
得
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
時
点
で
は
、
多
く

多
様
な
在
留
資
格
を
有
す
る

外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
場
合
の

留
意
事
項

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
顧
問
弁
護
士
（
入
管
取
次
弁
護
士
）

社
会
保
険
労
務
士

杉
田
　
昌
平

◎グループ ○グループ ×グループ
永住者、日本
人の配偶者
等、永住者の
配偶者等、定
住者

外交、公用、
教授、芸術、
宗教、報道、
高度専門職、
経営･管理、
法律･会計業
務、医療、研
究、教育、技
術･人文知識
･国際業務、
企業内転勤、
介護、興行、
技能、特定技
能、技能実習

文化活動、短
期 滞 在 、留
学、研修、家
族滞在

5



の
「
特
定
活
動
」
で
在
留
す
る
方
が
お

り
、
通
常
時
と
は
異
な
っ
た
運
用
が
さ

れ
て
い
る
の
で
、
雇
用
す
る
際
に
、
そ

の
人
が
持
っ
て
い
る
在
留
資
格
は
農
業

分
野
で
働
く
こ
と
が
可
能
な
の
か
を
逐

一
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

第
４　
注
意
点

（
１
）
在
留
資
格
の
確
認

外
国
人
材
を
雇
い
入
れ
る
際
、
使
用

者
は
在
留
資
格
を
確
認
す
る
義
務
を
負

い
ま
す
。
こ
の
と
き
「
特
定
活
動
」
の

在
留
資
格
の
方
は
、パ
ス
ポ
ー
ト
に「
指

定
書
」
と
い
う
紙
が
添
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
指
定
書
を
見
る
と
、
仕
事
が

で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
で
き

る
か
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
働
く
法
人
の
確
認

「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
は
、
パ

ス
ポ
ー
ト
に
貼
付
し
て
い
る「
指
定
書
」

で
働
く
法
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
指
定
書
」
で
働

く
法
人
が
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
指

定
さ
れ
て
い
る
法
人
以
外
で
働
く
場
合

に
は
（
例
：
法
人
Ａ
と
指
定
書
に
書
い

て
あ
り
、
法
人
Ｂ
で
働
く
場
合
）、「
特

定
活
動
」（
働
く
法
人
Ａ
）
か
ら
「
特

定
活
動
」（
働
く
法
人
Ｂ
）
に
在
留
資

格
を
変
更
す
る
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
手
続
を
せ
ず
に
法
人
Ａ
と
書
い

て
あ
る
指
定
書
の
ま
ま

法
人
Ｂ
で
働
い
て
し

ま
っ
た
場
合
、
不
法
就

労
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
十
分
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）�

資
格
外
活
動
の
許
可
等
週
28

時
間
で
働
く
人
の
場
合

採
用
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
が
「
資

格
外
活
動
の
許
可
」
に
よ
り
週
₂₈
時
間

働
く
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ
る
場
合
、

週
₂₈
時
間
を
超
え
て
働
い
て
し
ま
っ
た

場
合
も
不
法
就
労
に
な
る
の
で
、
労
働

時
間
の
管
理
を
丁
寧
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
週
₂₈
時
間
は
、
日
曜
日
に
な
っ

た
ら
０
時
間
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
１
週
間
の
う
ち
、
ど
の
曜
日
か

ら
数
え
て
も
週
₂₈
時
間
に
な
っ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
４
）
ま
と
め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
特
例
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

農
業
分
野
で
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た

「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
や
、
資
格

外
活
動
で
働
く
方
を
雇
用
す
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
雇
入
時
の
在
留

カ
ー
ド
の
原
本
の
確
認
を
欠
か
さ
ず

行
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、「
特
定
活
動
」

の
方
で
あ
れ
ば
指
定
書
の
内
容
を
確
認

し
、
農
業
分
野
で
働
く
こ
と
が
で
き
る

か
否
か
を
確
認
し
、
雇
入
れ
を
行
っ
て

頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
判
断
に
迷
わ
れ
た
場
合
に
は
、

ぜ
ひ
専
門
家
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
致
し
ま
す
。

杉田弁護士の略歴

■執筆者
杉田　昌平
弁護士

■略歴
・�弁護士（2011年東京弁護士会登録、入管
取次弁護士（2013年～））
・社会保険労務士（2017年～）
・第一種衛生管理者（2020年～）
・�日本弁護士連合会中小企業海外展開支援担
当弁護士（2018年～）
・弁護士法人Global HR Strategy 代表社員
・センチュリー法律事務所パートナー

1

※A
pache license version 2.0.

の
ラ
イ
セ
ン
ス

で
配
布
さ
れ
て
い
るM

aterial icons

を
使
用
し
て

い
ま
す
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ヨーグルトで北海道♪ 

       ライスサラダ 

北海道コンサドーレ札幌と 

ＪＡグループ北海道は 

食農パートナーです！ 

Vol.２ 

7



１ 

 

 

４ ３ 

２ 

肩コリの原因は様々ですが、肩まわりの筋肉

が硬くなり血行が悪くなっていることは大きな

原因の一つです。 

今回ご紹介するエクササイズを実施すること

で肩まわりの筋肉の血行が改善し、肩コリが

楽になります。 

※ エクササイズをすることで肩に強い痛みが生じる場合は

すぐに中止して下さい。既に肩に痛みがある場合は整形外

科を受診することをお勧めします。 

選手達のコンディショニング、フィジカルトレーニン

グを担当している栗山渉トレーナーが、 

誰でも簡単にトライできる、セルフコンディショニン

グの方法をご紹介します！スポーツをしている人も、

していない人もチャレンジしてみましょう！ 

今回のテーマ 

肩こり改善エクササイズ 

１ 顔の前で 

肘と手を 

合わせる  

Vol.5 

前後５秒キープ×５

回 

上下５秒キープ×５回 

１ 肘を曲げて指先を 

鎖骨の付け根に置く 

10回ずつ 

２ 肘と手を 

合わせたまま 

上げて 

10秒キープ 

２ 両手を上げて 

手の甲をつけ、 

５秒キープ 

２ 肘でゆっくり 

円を描く 

（10回） 

３ 反対回しも（10回） 

※無理なくできる範囲で！ 

※腰を反らないよう注意！ 

１ 腕を開いて 

肩甲骨を 

内側に寄せ、 

５秒キープ 

※肘は肩の高さをキープ！ 

※円は徐々に 

大きくしていく 

10秒×３～５回繰り返す 

１ 手を肩の高さで 

しっかり前に 

突き出し、 

５秒キープ 

２ 肘を曲げて 

肩甲骨を 

内側に寄せ、 

５秒キープ 

北海道コンサドーレ札幌と 

ＪＡグループ北海道は 

食農パートナーです！ 
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みんなのよい食JA親善大使2021を開催しました！
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シートベルト着用なしシートベルト着用あり

148人

着けててよかった

シートベルト

※農耕車の公道での交通事故による死傷者計（平成27～令和元年度合計：697人）の内数
（公財）交通事故総合分析センターの集計結果より作成

3人

令和３年秋の農作業安全確認運動

トラクター等の交通事故による死亡者数

トラクターを運転するときは

10



※Jミルクホームページより転載

ヨーグルトでまろやかに仕上げた

鶏肉のエスニック風

　

【作り方】
1.　鶏手羽元は全体をフォークで突いて味をしみ込みや
すくし、【A】に1時間漬ける（できれば一晩おく）。

2.　たまねぎ、にんにく、しょうがはみじん切りにする。
赤唐辛子は種を抜き、ピーマンは種を取って一口大
に切る。

3.　鍋にバターを溶かし、にんにく、しょうが、たまねぎ
を焦がさないようによく炒める。たまねぎが透き通
ってきたら、赤唐辛子と 1 を加えて炒める。

4.　鶏肉の色が変わったらピーマンを加え、ふたをして
弱火で約20分蒸し煮にし、塩・こしょうで味をとと
のえる。

今月のミルク
レシピ

材　料（４人分）
鶏手羽元	 ８本	 バター	 40g

【Ａ】塩	 小さじ１	 にんにく	 １片

　　　こしょう	 少々	 しょうが	 １片

　　　プレーンヨーグルト		 赤唐辛子	 ３本

	 100g	 ピーマン	 ２個

たまねぎ	 ３個	 塩・こしょう	 各少々
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今回の答えは12月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

2 3 6 9 1210月号の答え

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし 11月の答え

・つぶやきコーナー

・パシクルのフクロウさん　・Ｍ．Ｍさん　・ココ＆くろさんおめでとうございます!! 10月号の当選者

1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

9 　 10 　11 　12

1 　 2 　 3 　 4

5 　 6 　 7 　 8

9 　 10 　11 　12 2 網の長さが違う　3 ジャンプした魚の高さが違う　6 犬の尻尾が下がっている
9 いすの背もたれがない　12 水が減っている

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2022年1月21日まで
　当選者の発表は２月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

12

・

　　　　　（パシクルのフクロウ）

・�雪がふるとさむい２匹のネコと丸くなって、あたた

まってます。せつやく、電気代もねんりょうも、ネ

コちゃんたより� （松井めあり）

・�Ｐ14の首と肩のストレッチやってみました。しいば

ばさん、７匹の子猫ちゃん、お元気ですか。

（ココ＆くろ）
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 新型コロナウイルスの変異株が発生し、国内でも感染者が見つかるなどその脅威はまだま
だ衰えることはない様です。
　 これからの季節は外出する機会も増えると思いますので、マスクの着用や消毒などの基本的
な感染対策をしっかりと続けて、インフルエンザや新型コロナウイルスに罹らないように気を
付けましょう（山本）

■令和３年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 9,163,593.8 107.9 64,219,404.9 106.7
鶴 居 地 区 3,428,080.0 105.1 24,152,335.9 104.4
幌 呂 地 区 2,609,596.7 112.4 18,310,383.4 112.1
白 糠 地 区 1,728,653.9 114.6 11,641,604.4 106.8
音 別 地 区 1,397,263.2 99.7 10,115,081.2 102.9

管 内 計 45,435,139.2 103.0 321,681,686.2 101.8
（前年度管内計） 44,110,190.9 315,959,278.4

理　事　会　報　告
10月定例理事会　令和３年10月29日（金曜日）
Ⅰ．報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．９月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．経営定期点検の実施結果について
６．�㈱ジェイエーコムズ取締役会の報告に
ついて

７．㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査
報告について

８．幌呂育成牧場新設に係る工事概要書に
ついて

�Ⅱ．付議事項　�
議案第１号　令和３年度営農振興資金の貸

出条件の設定について
議案第２号　融資の承認について
議案第３号　鶴居事務所のＬＥＤ照明設置

工事について
議案第４号　固定資産の取得について
議案第５号　諸規程の一部変更について

Ⅲ．その他協議事項　�
１．秋季地区懇談会における意見・要望等
について

２．当面の業務日程について

退 職 の ご 挨 拶

お知らせ

鶴居事務所
改修工事が
終了しました

菊　地　　　仁
購買部

生産資材課　調査役

　この度、令和３年₁₁月₃₀日をもちまして、定年退職致しました。
　昭和₅₆年旧鶴居村農協に入組し、鶴居の組合員の皆様、合併後には幌呂・白糠・
音別の組合員の皆様には長い間お世話になりありがとうございました。
　農協職員として大部分の期間を購買部として組合員さんに身近なところで仕事を
させて頂き、たくさんの事を学ぶ事が出来ました。
　最後になりましたが、組合員並びに役職員のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ、
退職のご挨拶とさせて頂きます。
　長い間ありがとうございました。

　建物の老朽化に伴い、鶴居事務所の外壁及び防水
工事を、7月より行っておりましたが、10月末まで
予定していた工事が無事終了いたしましたのでお知
らせいたします。
　また、工事期間中、皆様には何かとご不便をおか
けしましたことを、お詫び申し上げます。


